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Ⅰ.事業計画策定にあたって 

はじめに～ 

＜湘北リカバリープラン/中期計画＞の修正と湘北短期大学 Reborn に向けた 

＜湘北ブランド構築プロジェクト＞の立ち上げ 

２０２６年度の入学者数は３３６名前後と予測、２０２５年度入学者数の３１５名から約２０名の

増加が見込まれる。 

２０２６年度入学者数において本学が一定の成果を挙げたことは、自助努力の結果として評価

できる。しかし、高校生の四年制大学志向の強まり、専門学校による攻勢の激化など、マクロ環

境における逆風は依然として厳しく、本学も継続的に新たな打ち手を講じ続ける必要がある状

況に変わりはない。 

２０２６年度は、２０２４年度に策定した中期計画の３年目にあたり、２０２７年度以降は、ブラン

ドイメージを強化し本学の継続発展を期する。 

 

 

Ⅱ．２０２６年度事業計画の概要 ～重点施策  

上記Ⅰの達成に向けて、２０２６年度は、下記（１）～（５）を重点施策として策定した。 

 

（１） 湘北ブランド構築プロジェクト 

湘北ブランドの構築については、下記①～⑤の領域の強化に全学をあげて取り組んでいく。 

 

① 学びの充実 

２０２６年度はブランドの中核となる「学びの充実」を推進していく。 

 

【総合ビジネス・情報学科】 

２０２６年度から開始する「フィールド制」において、将来の目標に合わせて「ビジネス」と「情

報」を軸に専門性を高めつつ、分野横断的な学びの機会を提供することで独自の強みを築いて

いく。学生自らがフィールドを選択しカリキュラムを組む過程や、各フィールドでの学びを通じ

て、主体性、社会人基礎力、実務に直結するＡＩ活用力を修得できるフレームワークを構築する。 

２０２７年度は、「総合ビジネスコース」と「情報メディアコース」の２コース体制で、将来の目標

に合わせて「ビジネス」と「情報」のいずれかを軸に定め、それぞれの専門スキルを着実に身につ

けるとともに、さらに、分野を越えて学べる「フィールド制」で知識の幅を広げることで、学生一

人ひとり強みを構築する。 

 

【生活プロデュース学科】 

生活プロデュース学科は、教員や仲間に支えられるアットホームな環境の中で、多様な学びを

通じて学生が「なりたい自分」を主体的に形にしていく、納得度の高い成長の場となっている。

今後はこの強みを核とし、さらなる教育の質向上を目指す。 

 

２０２７年度版の学生募集用大学案内では、学科の５つのコースの魅力をそれぞれ以下のように

紹介している。 
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■ファッションコース 

あなたの「好き」が誰かの「笑顔」に！ 

くらしをカラフルに彩る、ファッションの力を学ぶ 

■フードデザインコース 

「食べることが好き」から始まる、くらしのフードデザイン 

魅力ある「食」を提案し、届ける力を育てます 

■インテリアコーディネートコース 

「ライフスタイル×インテリア」＝インテリアコーディネートを学ぶ 

０から１へ、思考と表現でくらしと住環境をデザインする 

■心理・子どもコース 

「子どもが好き！」「人の心理について学びたい！」 

その思いを力に、人々の幸せをプロデュースするプロを目指します 

■医療事務コース 

医療事務のスキルや患者接遇サービスマナーを習得し、医療業界で活躍する 

 

【保育学科】 

保育学科は、保育士資格・幼稚園教諭２種免許の取得を目指し、将来保育者として社会で活躍

する人材を育成している。学科で掲げる「大好きな先生になる」というキャッチフレーズは、多く

の受験生や在学生が胸に抱く幼少期に憧れた保育者を想起させ、本学が、保育の現場で活躍で

きる、子どもたちにとっての「大好きな先生」を養成することを示したものである。この「大好き

な先生」を養成するため、「実践力」、「表現力」、「コミュニケーション力」を「３つの柱」とし、教育

を推進してきた。 

現行の取り組みをさらに発展させることを検討し、学生たちの学びの充実につなげていく。 

 

【リベラルアーツ科目】 

本学は、リベラルアーツ教育を、専門性を支える「人間力」の基盤として位置づけている。 

２０２６年度は人文科学、社会科学、自然科学、芸術などの分野の１８科目を開講する。 

入学前から教育的意義を浸透させることで、専門性を高めるための「知の土台」を耕し、自発

的に学びを深めるラーニングマインドの醸成を目指す。 

 

② 国際化の加速 

『グローバル社会へはばたく力』を身につける」 

～世界と出会い、自分を超える。湘北フルサポート・グローバル・プログラム～ 

 

本学はこれまで、海外教育交流協定校との密度の高い双方向語学研修プログラムを実施して

きた。豪州ニューカッスル大学（UoN）とは２週間の「短期海外研修」、１０週間の語学研修（留学

フィールド ： SELIC）という学生派遣プログラムを、同大学学生受入プログラムとしては

Exchange Program を実施。これに加え、２０２２年には台湾の国立曁南国際大学（NCNU）

と協定を結び、中国語圏での語学研修プログラムを開始した。２０24 年には「短期海外研修」を、

２０２５年には Exchange Program を実施し、充実した教育交流活動を行った。なお、
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Exchange Program の実施に際しては、学友会国際交流委員会の学生が中心となって行っ

ており、２年間の活動を通じてリーダーシップや企画力を涵養してきた。２０２７年度に向けてこ

の活動をさらに拡大する。 

上記プログラムを学生募集につなげるために、プログラムそのものに加え、国際交流活動を通

じた学生の成長、本学が長年にわたり実施してきた経済的サポートや、学生の外国語や留学そ

のものに対する不安を払拭するべく実施してきたきめ細やかなサポートすべてを PR したいと

考え、本学の活動を「湘北フルサポート・グローバル・プログラム」という名称で発信する。 

協定校への留学だからこその安心感、就職活動に資する日本語をしっかり学ぶカリキュラム、

経済的なサポート、海外協定校からの留学生や外国籍の学生がキャンパスで学ぶことで、様々な

活動を通じて異文化共生、国際交流活動を通じたリーダーシップや企画力の向上に繋がること

を伝える。ひいてはグローバル社会へ進む学生の背中を後押しできる短大であることをアピー

ルし、入学者数の増加を目指す。 

 

③ 地域連携の強化 

③-1. プロジェクトの全体像と目的 

～「地域貢献」から「実践的な成長の場」へ～ 

本プロジェクトの核心は、地域連携活動を学生の「圧倒的な成長エンジン」として再定義するこ

とにある。 

単なる「奉仕活動」の枠を超え、学生がキャンパスで学んだ知識を、地域のリアルな課題解決

に「実装」する機会を創出する。正解のない課題に挑み、企業や住民からのフィードバックを受け

るプロセスこそが、座学では得られない「社会人基礎力」と「自信」を育む。 

この「学生がたくましく成長する事実」こそが、企業からは「共に働きたい人材の宝庫」として、

高校教員・生徒からは「確実に力がつく大学」として評価される最大の根拠となり、本学のブラン

ド価値を強固なものにする。 

 

③-２. 新コンセプトの提案 

課題を解決し、活動をブランディングするため、以下の統一コンセプトを掲げる。 

グランドコンセプト ： 「Smart & Practical（洗練された実学）」 

 

③-３. 今後のアクション ： 戦略的パートナーシップの構築 

～地域と共に人を育てる「共育」サイクルの確立と基盤整備～ 

本学の教育リソース（人を育てるノウハウ）を地域企業へ提供し、強固な信頼関係を構築する。 

 

④ 就職力の強化 

「就職に強い湘北」のイメージをさらに強化するために、以下の３つのポイントに応じた取り組

みの実施を検討している。 

 

（ａ）隠れた強みの可視化 

まだ公開されていない「就職に強い」というイメージにつながるような情報の発信に取り組む。 
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（ｂ）現行の強みの強化 

知名度のある企業や優良企業に内定するための新たな支援策等を検討し、実行する。 

 

（ｃ）新たな魅力の創出 

・先輩学生による就職支援体制の構築 

 - ＯＢ・ＯＧ訪問等の仕組み 

 

⑤ 教職員のエンゲージメント強化・モチベーション向上 

教職員が今後の「湘北ブランド」の構築を自分事として捉え、主体的に取り組んでいけること

を目的に、組織サーベイを活用してその浸透度・理解度を把握する。その結果として、教職員一

人ひとりが「湘北プライド」を持ち、学生に最高の規範を示し、教員がより良い教育・研究・運営体

制を自ら創り出す意欲の源泉とし、教員と職員・組織間の垣根を越えた強固なチームワークを形

成することを実現する。 

 

（２） 学生募集力の強化 

① 票田校への計画的・組織化されたアプローチ 

通常の学生募集活動の強化に加え、本学との高大連携協定を結んでいる高校を中心に神奈

川県内外へのアプローチ体制を一層強化する。 

 

② 高大連携、出張授業などの有効活用 

 高大連携、出張授業などを通じて高校の教員との信頼関係を構築し、おススメしたくなる大

学を目指す。 

 

③ 湘北短大の強み・魅力の発信力強化 

「社会に羽ばたく自信が持てる！」という本学のタグライン（合い言葉）を、ターゲットとなる高

校生・保護者に対して発信を強化してきた。今年度以降は、高校生や保護者に対して適切なタイ

ミングで広く知らしめる活動を積極的に行う。 

 

④ オープンキャンパス（OC)のさらなる進化 

春休みや夏休み期間の平日開催へのトライや、本学が授業を行っている月曜・祝日の開催を

継続し、オープンキャンパスに参加しやすい環境を整える。 

 

⑤ ３年プラン（長期履修制度）の位置づけ変更 

本学の３年プラン（長期履修制度）は、通常の教育課程を３年間で計画的に履修し、卒業を目

指す内容で、２０２５年度に生活プロデュース学科で導入した。２０２６年度からは全学科での導

入となる。 

今後の広報活動においては、通常の課程と長期履修を並列・同等に打ち出し、本学において

多様なスタイルの学びが可能であることをＰＲしていく。 
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（３） 就職力の強化 

① 就職先の一層の優良化 

２０２５年度に引き続き、学生の就職先のより一層の優良化のため、本学が定める条件に合致

する優良企業からの求人獲得を目指す。 

 

【総合ビジネス・情報学科の取り組み】 

総合ビジネス・情報学科では、卒業生の経験談から学ぶ機会に加え、今後は地域企業と共創す

る『実践の場』を大幅に拡充する。 

企業担当者とのメール対応、日程調整、企画提案といった一連のプロセスを学生自身が担う

ことで、ビジネスマインドを実地で鍛え上げる。 受け身の就職活動から脱却し、自分自身の価値

観と『社会人としての視点』を持って企業を見極め、納得のいく優良企業を自らの手で選び取れ

る人材を育成する。 

 

【生活プロデュース学科の取り組み】 

生活プロデュース学科では、今後も、授業に招聘する卒業生を２つのカテゴリーに分け、前期

には卒業後２、３年を経た若い世代を、後期には卒業後５年以上が経過し一定のキャリアを積ん

だ世代を招き、学生が卒業後の人生と職業について段階を踏んでイメージできるようにする。そ

のうえで、就職先の一層の優良化策としては、何を根拠に優良企業とされるのか、「優良」たる所

以を学生自身が理解できるような学びの機会を作っていく。具体的には、学科のキャリア系必修

科目において、業界特性や収益構造の基本を学ばせ、公表資料から企業経営の状態を知る方法

や、企業のサステナビリティレポートに触れたり、福利厚生や能力開発を含む各種制度の比較を

させたりして、学生が企業を見極める選択眼を養うことに注力する。 

 

【保育学科の取り組み】 

保育学科では個々の学生の理想とする保育観や園種別等に応じて就職指導をしており、これ

まで実習や就職で既に関係のある園を中心に学生の希望にかなった就職を実現してきた。ま

た、公務員を希望する学生向けには公務員試験対策講座等のサポート体制を整えており、例年、

合格者も一定数出ている。公務員試験では、内定までに筆記試験や面接を複数回にわたり突破

する必要があり、学生にとってはハードな側面もある。そのため、公務員試験対策講座の内容の

点検や、学生が志望する自治体の試験の特徴などに応じたカスタマイズ等のフォロー、ＣＳ課と

の連携の一層の強化によりサポートの充実を図り、志望者の合格の実現を目指す。 

 

② 学生の就職満足度向上 

昨年度と同様に、学生の多様化する進路に対応するため、学生一人ひとりに対して、学科教員

もＣＳ課職員も同じ支援方針であたっていくことを目指し、学生の就職活動状況等を互いに共有

するためのスプレッドシートを活用する。 

 

【総合ビジネス・情報学科の取り組み】 

総合ビジネス・情報学科では、学生への就職支援として、ゼミ担当教員及びアドバイザーが就

職活動状況を把握し、ＣＳ課と連携を密にする。必要に応じて学生と一緒にＣＳ課に行くなどの
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対策も取る。学生が自信を持って社会に出られるように資格取得の推奨や、地域や企業との連

携に参加させるなど経験値を上げる機会を増やす。 

また、多様な学生が増えてきており、学生の進路の希望を丁寧に聞き取り、就職や進学以外で

も学生本人が卒業後に活躍できる環境を自ら選択できるように支援していく。 

 

【生活プロデュース学科の取り組み】 

生活プロデュース学科では、「ゼミナールⅠ・Ⅱ」の担当教員が学生の就職活動を支援する体

制を継続する。２年進級と同時に、ゼミナール担当教員が週１回のゼミナールの授業で、学生か

ら就職活動の進捗状況をヒアリングしたり、ＣＳ課の「就職活動状況一覧」を活用したりして、学

生の動向を適宜把握し、就職活動に踏み出せない学生への個別相談や橋渡しを継続し、学生一

人ひとりに合わせた伴走型の支援を継続する。 

 

【保育学科の取り組み】 

保育学科では、学生の就職活動についてマイスターが軸となりＣＳ課とも連携しながら、園・施

設見学先の選定から志望先の決定、就職試験・面接に向けた具体的な指導を行っている。保育

所・幼稚園・こども園・施設への就職は現在売り手市場であり、学生たちは基本的に希望する就

職先から内定を得ている。そのため、概ね自身の就職活動の結果に満足を得ていると考えられ

る。公務員試験に関しては、志望する学生が可能な限り内定を得られるよう、「就職先の一層の

優良化」部分で述べたようなフォローを行い学生の就職満足度の向上につなげる。また、一般企

業等への就職を希望する学生についても従来通り、希望進路の迷いや変更希望のタイミングを

逃さず速やかにフォローするために、マイスターを中心とした日ごろの学生サポートと学生に関

する情報共有を学科内で丁寧に行うとともに、ＣＳ課との連携を図る。学生へのサポートと学科

内及びＣＳ課との情報共有の体制は、学生の希望する進路にかかわらずとられており、これを維

持することで、個々の学生の希望に応じた就職を実現する。 

 

（４） 財務経営の健全化 

本学は、社会に約束した「Value Proposition」の履行するために、中長期的に安定した財

務基盤の構築を目指して資金運用を行っている。中長期的な視点での基本ポートフォリオを定

めるとともに、有価証券の購入・売却に関しては、毎年、理事会において承認頂く、「理事長委任

事項に関する包括的承認の件」の範囲内で事案への迅速かつ円滑な対応を行い、毎年５月の理

事会において内容の説明を行っている。資金運用方針は、適宜検証し、状況に応じて適切に見

直すこととしている。本学では、資金運用管理委員会において、基本ポートフォリオを含む資金

運用に関する重要事項について審議する体制を整備して運用を行っている。 

 

（５） 認証評価の受審 

２０２６年度は、７年以内ごとの受審が必須である認証評価（一般財団法人大学・短期大学基準

協会）を受審する（前回は２０１９年度）。本年度のスケジュールは以下のとおり。 

- ６月末に、「２０２５年度 自己点検・評価報告書」を提出 

- ８月に書面審査 

- ９～１０月に訪問審査 
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その後の審査を経て、２０２７年３月には結果が判明し、３月の「理事会・評議員会」で報告でき

る予定である。受審に向けて、ＡＬＯ（Accreditation Liaison Officer：第三者評価連絡調整

責任者）を中心に、全学を挙げて取り組んでいく。 

 

 

Ⅲ．予算の概要 

 

（１）２０２５年度のレビュー 

２０２５年度の基本金組入前当年度収支差額は、当初予算▲４４４百万円に対し、実績見込み

は▲３９９百万円となり、４５百万円の改善となる見通しである。学納金収入は休退学者増に伴

う在籍者数減少の影響により減収となったが、資金運用面において高金利債券への入替えや売

却益の確保を進めた結果、受取利息および有価証券売却益が収入を下支えした。支出面では、

教育の質維持を前提に投資の優先順位を見直し、情報システム整備に係る仕様の精査等を実施

した。また、人件費については、予算上計画していた教員１名および職員２名の採用を見送った

ことにより減額となった。なお、教員１名については採用活動を実施したものの、最終的に採用

には至らなかったものである。これらの取り組みを通じ、全体として収支改善を図った。 

（２）２０２６年度予算編成の方針 

２０２６年度の予算案は、「２０２６～２０３１年湘北リカバリープラン/中期計画」および「湘北ブ

ランド構築プロジェクト」の実現に向け、同計画に直結する教育改革の推進とブランド構築施策

の具体化に必要な投資を盛り込んだ内容として、資料Ｂ「２０２６年度収支予算書」に取りまとめ

た。 

 

２０２６年度予算案について、その概要を以降の資料で説明する。 

●「事業活動収支予算書」の概要 

本予算書は、企業会計の損益計算書に該当し、当該年度における学校法人の諸活動の成果

としての経営状況を表す計算書である。収支区分を、①教育活動 ②教育外活動  

③特別収支の３つに分けて示している。 

これら３つの事業活動収支合計から予備費を控除したものが「基本金組入前当年度収支差

額」で、ここから「基本金組入額」を控除して「当年度収支差額」を計算している。 

経営状況の健全性の観点からは、主たる事業収支である「教育活動収支差額」で均衡以上

を達成しているか、あるいは「基本金組入前当年度収支差額」で均衡以上を達成しているこ

とが求められる。 

●「資金収支予算書」の概要 

本予算書は、企業会計のキャッシュフローに相当し、当該年度での学校法人における諸活動

に対応する全ての資金の動きとその内容を明らかにする計算書である。 

 

なお、各収支予算書では、２０２６年度予算と２０２５年度予算とを対比していることから、本概要

においても、２０２５年度予算比で差異を説明する。 
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（３）事業活動収支予算書の概要     ※(   )内数値は２０２５年度予算比増減 

１. 教育活動収支 

教育活動の収入総額は１,０３５百万円（+１０９百万円）、支出総額は１,５０８百万円（+１２１百万

円）を見込み、教育活動収支差額は４７３百万円の支出超過となる。 

収入面では、「高等教育の修学支援新制度」における多子世帯支援拡充に伴う授業料減免額交

付金の増加７３百万円、および生活プロデュース学科と保育学科の定員変更（定員充足率の改善）

に伴う補助金増加１５百万円（以上、経常費等補助金）、ならびに勤続年数の長い職員の退職に

伴う退職金財団交付金増加２６百万円により、前年度予算比１０９百万円の増収を見込んでいる。 

支出面では、退職関連費用の増加に伴う人件費増加２８百万円に加え、「高等教育の修学支援新

制度」の適用対象者の増加に伴う奨学金増加７３百万円を計上している。なお、当該７３百万円

は同額補助金（授業料減免額交付金）収入として見込んでいるため収支への影響はない。このほ

か、本学独自の奨学金制度による増加１０百万円や、学生募集力強化に伴う広報費増加９百万円

等により、前年度予算比１２１百万円の増加となる。 

 

２. 教育活動外収支 

教育活動外収支は、債券投資を中心とした資産運用により、２０２５年度に実施した高金利債券

への入替え等の効果が通期に寄与することから、２０２６年度の受取利息・配当金は１２９百万円

を見込み、前年度予算比２４百万円の増加となる。 

 

３. 特別収支 

特別支出は、有価証券の償還に伴う処分差額（償還差損）５百万円、および図書館蔵書のうち老

朽化等により除籍する図書の処分額５百万円となる。 

 

４. 基本金組入前当年度収支差額 

上記３項目の事業活動の収支差額の合計３５４百万円の支出超過から、予備費２４百万円を控除

した「基本金組入前当年度収支差額」は３７８百万円の支出超過となり、前年度に引き続き支出

超過（赤字）予算となる計画である。 

 

５. 翌年度繰越収支差額 

上記「基本金組入前当年度収支差額」３７８百万円の支出超過から、本年度の投資額と除却額の

差から生じる「基本金組入額」２８百万円を控除した「当年度収支差額」４０６百万円の支出超過

に、「前年度繰越収支差額」２２４百万円を加え、「翌年度繰越収支差額」は▲１８２百万円（▲２９１

百万円）となる計画である。 
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事業活動収支予算対比２０２５年度 vs ２０２６年度 

 

 

 

 
 

（４）資金収支予算書の概要     ※(   )内数値は２０２５年度予算比増減 

資金収入の総額は２,３６１百万円（+３６７百万円）、資金支出の総額は２,２２８百万円（+２０５百

万円）となり、資金収支は１３３百万円の収入超過となる。これに前年度繰越支払資金２４８百万

円を加えた、２０２６年度末の翌年度繰越支払資金は３８１百万円（+１３９百万円）となる。以下、

収入と支出の主なものについて説明する。 

 

１. 資金収入 

学生生徒等納付金収入は、２０２６年度の総学生数を６４５名（入学予定者３３６名）と見込み、 

２０２５年度予算比で２０名増加するものの、３年プラン（長期履修制度）選択者が予算比８９名増

2025 予算 2026 予算 差 額

① 教育活動収入 926 1,035 109

② 教育活動支出 1,387 1,508 121

③＝①－② 教育活動収支 ▲ 461 ▲ 473 ▲ 12

④ 教育活動外収支 105 129 24

⑤＝③＋④ 経常収支 ▲ 356 ▲ 344 12

⑥ 特別収支 ▲ 64 ▲ 10 54

⑦ 予備費 24 24 0

⑧＝⑤＋⑥－⑦ 基本金組入前収支 ▲ 444 ▲ 378 66

⑨ 基本金組入額 ▲ 30 ▲ 28 2

⑩＝⑧+⑨ 当年度収支 ▲ 474 ▲ 406 68

⑪ 前年度繰越収支 583 224 ▲ 359

⑫ 基本金取崩額 0 0 0

⑬＝⑩＋⑪＋⑫ 翌年度繰越収支 109 ▲ 182 ▲ 291

学納金

211

７66

教育活動支出

1,035

人件費

７87

教研費

教育活動収入

１,508

402

減価償却等

１２1

補助金

その他

58

管理費

198

（+109） （▲7）

（±0）

（+88）

（+28）（+121）

（+5）

（+28）

（+88）

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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加することにより年間納付額が減少するため、２０２５年度比７百万円減の７６６百万円となる。 

 

補助金収入は、私立大学等経常費補助金８８百万円に、「高等教育の修学支援新制度」による補

助金１２３百万円加えた２１１百万円となる。 

 

資産売却収入は、２０２５年度比３０３百万円増の 1,０３２百万円を計上した。 

内訳は、退職給与引当特定資産への債券割当４３２百万円と償還債券等６００百万円である。 

 

受取利息・配当金収入は、２０２５年度に実施した高金利債券への入替え等の効果により、 

２０２５年度比２４百万円増の１２９百万円を計上した。 

 

前受金収入は、主に２０２７年度入学予定者からの学生生徒等納付金収入となる。 

入学予定者数から、「高等教育の修学支援新制度」の適用対象見込者数６０名、および３年プラン

（長期履修制度）選択者数１００名分の納付金収入を減じて算出したもので、２２６百万円を計上

した。 

 

その他の収入の主なものとして、預り金受入収入１５７百万円を計上している。内容は、教職員の

所得税、地方税及び私学事業団掛金等の預り金であり、２０２５年度予算と同額である。 

 

２. 資金支出 

人件費支出は、２０２５年度比１８百万円減の７２９百万円を計上した。  

主な減少要因は、賞与が前年度引当済みであり、当年度の資金支出が抑制されることによるも

の。なお、退職金は増加しており、２０２６年度分の賞与引当金を新たに費用計上するため、事業

活動収支上は人件費が増加している。 

 

教育研究経費支出は、２０２５年度比８６百万円増の４０２百万円を計上した。  

主な増加要因は、「高等教育の修学支援新制度」対象者の増加に伴う奨学金の支出増加による

もの。 

 

管理経費支出は、２０２５年度比７百万円増の１９９百万円を計上した。 

主な増加要因は、学生募集力強化に伴う広報費の増加によるもの。 

 

施設関係支出と設備関係支出は、それぞれ１３百万円と４１百万円を合わせて５４百万円を計上

している。施設関係支出の主なものは、１４７教室改修工事８百万円等、また、設備関係支出の主

なものは、１４７教室改修工事に伴う備品や６１１教室プロジェクター教材提示装置更新２９百万

円等である。 

 

資産運用支出は、２０２５年度比７４百万円増の６３３百万円を計上した。 

主な内訳は、退職給与引当特定資産などへの債券戻入れ４３３百万円と債券の購入２００百万円

である。 
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２０２６年度の資金収支の状況は以下のとおり。 

 

（５）施設・設備投資 

２０２６年度の固定資産投資総額は５４百万円で、主なものは以下のとおりである。 

 

 以 上 

資金支出　2,228資金収入　2,361

248

前年度繰越

支払資金

翌年度繰越

支払資金

381

７66

その他
収入

（調整勘定含む）

資産売却
収入

学納金
収入

1,032

563

資産運用
支出

633
人件費
支出

７29

866

（▲7）

（+139）
（▲23）

（+303）

（+367）

（+74）（+71）

（+205）

（▲18）

（+149）

その他
支出

（調整勘定含む）

147教室改修工事一式 湘北ブランド構築PJ 8,118 建物

1号館ロビーエアコン等設置工事 2,777 建物

クラブハウス火災報知設備設置工事 1,991 建物

計 12,886

147教室改修工事に伴う備品 湘北ブランド構築PJ 19,584 備品

611教室プロジェクター教材提示装置更新 9,153 備品

124教室等デジタル非対応教材提示装置更新 2,105 備品

技術検証/機能評価用機器導入 900 備品

電熱式炉壇（茶室） 250 備品

計 31,992

食堂精算システムの更新 5,332 備品

学校業務システムアップグレード準備 2,220 ソフト

図書一式（情報資料含む） 1,800 図書

計 9,352

54,230

金額 科目

教育施設改善

合　　計

目的 案件名称

その他

教育環境整備

（単位：百万円） 

（単位：千円） 


